
木曽農業協同組合木曽農業協同組合木木曽曽農農業業協同組同組合組合

M oM o n t h l y  MM a g a z i n e  J A  K I S OO

No.420
2024

JA木曽広報誌

2
February

■地区組合員総集会開催のお知らせ

■令和５年　ＪＡ歌壇・俳壇年間賞発表

■営農情報だより…食べられる花「エディブルフラワー」の紹介

特集ＪＡ木曽 自己改革工程表令和 5年度の取り組み

©みんなのよい食プロジェクト

2024年版応募写真入賞作品「雪帽子」（木曽町三岳）　撮影者：中西　章様（木曽町）2024年版応募写真入賞作品「雪帽子」（木曽町三岳）　撮影者：中西　章様（木曽町）



※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

福祉施設へ米・タオルなど寄贈
　１月10日　ＪＡ木曽と同女性部は、木曽郡内
の高齢者や障がい者などの福祉施設６カ所を訪問
し、地元産の米60キロやタオル400本などを贈
りました。田屋組合長と
青木専務、女性部の松下
部長ら役員が２班に分か
れ、老人ホームのサニー
ヒルきそ、なんてんの里、
木曽あすなろ荘、障がい
者支援施設上松荘、児童
養護施設木曽ねざめ学園
を訪問しました。今年で
23回目となる恒例行事
で、米は昨年秋に行った
農産物品評会展示品の売
上金などで購入し、タオ
ルは女性部のボランティ
ア活動で集めました。
　サニーヒルきその施設
管理者の山田直史さんは 木曽あすなろ荘木曽あすなろ荘

なんてんの里なんてんの里

上松荘上松荘

サニーヒルきそサニーヒルきそ

賞できてうれしいです」と喜びを語りました。
　このコンクールには県下で書道19,557点、ポ
スター3,186点の応募があり、管内では日室さん
と浮本さんのほかに書道22点とポスター６点が入
選し、書道３点とポスター２点が入賞しました。
　さらに金賞を受賞した作品は全国コンクールに
も出品され、日室さんの作品は佳作を受賞しまし
た。

★南木曽中学校３年生・日
ひ

室
むろ

果
か

依
え

さんが金賞と　
　　全国共済農業協同組合連合会会長賞・佳作を受賞
★南木曽中学校２年連続で学校賞受賞　　　　　

令 和 ５ 年 度
ＪＡ共済交通安全
ポスターコンクール

　毎年実施しているＪＡ共済小・中学生書道・交
通安全ポスターの長野県コンクールに木曽管内か
ら書道99点、ポスター18点、合計117点の応募
をいただきました。
　審査の結果、南木曽中学校３年生日室果依さん
が交通安全ポスターの部で金賞および長野県交通
安全運動推進本部長賞を受賞しました。また、同
校３年生・浮本葵さんが銀賞、同校が昨年に続き
学校賞としてＪＡ長野中央
会会長賞を受賞しました。
　12月13日　ＪＡの亀子常
務が同校を訪れ各賞の賞状
と楯を贈呈しました。
　日室さんは「赤い丸と信
号、人の描写を工夫した。受

日室果依さんの金賞受賞作品日室果依さんの金賞受賞作品 左から日室果依さん、岩原南木曽中学校長、浮本葵さん左から日室果依さん、岩原南木曽中学校長、浮本葵さん

「お米は利用者の食事に、タオルはいろいろな用
途がありありがたい」と話し、各施設で喜んでい
ただきました。
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　今回はエディブルフラワーについて紹介します。
　「エディブル」とは「食べられる」という意味で文字通り「食べられる花」の総称のことを言います。
花の種類によって味も栄養価も異なりますがサラダやスイーツなどの料理を華やかにしてくれます。

◆エディブルフラワーの栽培ポイント
１）種苗について
　必ず「食用」または「エディブル用」となっている種苗を使用します。一般に販売している種苗に
は観賞用農薬を使用している場合がありますので食用にはできません。

２）農薬について
　農水省のガイドラインでは「無農薬・または低農薬で育てる」とされています。
　登録農薬も「●●●（食用）」（例：パンジー（食用））や「食用花」とされている物を使用します。
（観賞用花類とは異なりますのでご注意ください）。
　有毒花類もありますので、観賞用とは畑や鉢・プランターを分けて栽培管理する必要があります。

３）花の育て方
　種類によって育て方が異なりますので、ラベルや種の袋の説明書を参考に栽培しましょう。

◆エディブルフラワーの種類（主要な物）

１）パンジー・ビオラ
　種まきは８～９月頃、植え付けは10月頃が適期です。１～２週間おきに
追肥をすると良いでしょう。
　また収穫せず咲き終わった花殻はこまめに取り除いてください。

３）キンギョソウ
　種まき３～４月、植え付け５～６月頃。日当たり
と風通しのよいところで育てます。味は淡泊でどん
な料理にも使え、色も豊富なので彩りに最適です。

２）ナスタチューム
　種まき～植え付けまで３～５月に行います。初夏
に１度切戻しを行うと長い期間咲き続けます。
　暑さに弱いので半日陰などで育てるのが良いで
しょう。ワサビに似たツンとする風味が楽しめます。

参考：フマキラー株式会社（https://fumakilla.jp/foryourlife/460/）
画像：PHOTO　ＡＣ（https://www.photo-ac.com/）

★注意：食べられない花★
・アジサイ　　・キキョウ　　・アネモネ
・ジギタリス　・スズラン　　・スイセン
・ヒヤシンス　・ヒガンバナ
・シャクナゲ　・キョウチクトウ
・クレマチス　・クリスマスローズ など
全ての花が食べられるわけではありません
ので注意してください。

◆栽培のおさらい
１）種や苗は食用専用の物で栽培する。
２）農薬は無農薬または食用に登録のある物を使用する。
３）野菜だと思って育てる。
４） 食用可否は自己判断せず必ず確認をしてから！わか
らない時は食べないようにする。
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兵
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子
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作

【
選
評
】
①
「
笑
え
な
い
ん
だ
ね
」
が
独
創
性
が
あ
っ
て
、
こ
の
挽
歌
を
特
徴
づ
け
る
。
お
寂
し
く
な
り

ま
し
た
ね
。
ご
主
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

②
何
時
か
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
息
子
さ
ん
等
の
付
添
の
も
と
実
現
さ
れ
た
東
北
の
旅
。
日

本
三
景
の
一
つ
、
松
島
湾
を
船
で
廻
っ
た
感
慨
を
詠
う
。

③
か
つ
て
、
冬
を
迎
え
る
た
め
に
燃
料
と
し
て
、
家
々
で
薪
を
備
蓄
し
た
。
そ
の
回
想
の
作

品
。
結
句
に
味
わ
い
が
あ
る
。

秀　

作

①
「
も
う
二
度
と
一
緒
に
笑
え
な
い
ん
だ
ね
」
遺
影
と
な
り
し
夫
に
つ
ぶ
や
く

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

②

念
願
の
東
北
の
地
を
息む
す
こ

等
と
訪
い
め
ぐ
る
松
島
湾
は
お
だ
や
か

日　

義　

越　

取　

思
正
子

③

一
冬
の
薪
を
背
中
に
山
道
を
幾
度
も
運
び
ぬ
亡
き
母
に
つ
き

日　

義　

倉　

本　

惠　

子

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［《４月号掲載作品を募集中です》編集の都合により、２月末日までの到着はがきにて選考いたします。］
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【
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評
】
●
忠
さ
ん
…
…
寒
い
時
期
に
は
熱
燗
は
さ
ぞ
か
し
…
。
一
人
で
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
う
人
、
大

勢
で
賑
や
か
く
い
つ
で
も
好
き
な
人
、
一
日
の
労
い
を
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

●
政
広
さ
ん
…
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ん
で
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由
に
な
ら
な
い
時
の
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が
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さ
は
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も
が
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い
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こ
と
。
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て
に
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感
。

●
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子
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ん
…
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踏
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音
の
心
地
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さ
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子
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達
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音
の
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に
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か
れ
て
踏
む
の

だ
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う
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※一人はがき１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。
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　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］



特集❶特集❶特　集

自己改革工程表 令和５年度の取り組み
ＪＡ木曽ＪＡ木曽

　ＪＡ木曽は「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域活性化」を基本目標とする創造的自己改
革の実践に取り組んできました。今後も自己改革の実践を支える持続可能な経営基盤の確立・強化と
ともに、組合員との対話を通じ、総合事業を基本として「不断の自己改革」に取り組んでまいります。
　ここに令和５年度12月末現在の取り組みを報告します。

＝農業と協同の力で木曽の未来をささえます＝＝農業と協同の力で木曽の未来をささえます＝

長期ビジョン
2022-2024  3ヵ年計画

令和３年 令和４年 令和５年10月 令和６年
数量目標（c/s） 330,000 330,000 330,000
数量実績（c/s） 303,690 257,821
単価実績（円） 1,409 1,224 1,503

令和３年 令和４年 令和５年10月 令和６年
数量目標（c/s） 11,400 11,400 11,400
数量実績（c/s） 8,533 6,522
単価実績（円） 3,127 2,528 3,554
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はくさい実績推移 いんげん実績推移

農業者の所得拡大・農業生産の拡大

１．病害対策強化による販売拡大
▶対象者…………………中核的担い手など
▶令和６年度目標………341,400c/s
▶想定：売上増加効果…1C/S当り50円

▶課題… はくさい・いんげん共に生産者の減少により出荷数量が年々減少しています。産地の維持の
ためにも後継者・新規就農者の確保策や栽培面積拡大の検討が必要です。

現在作付主流品種の「キセ
ラ」が終了となるので今後の
品種を検討してほしい。

圃場の排水改善のために令和４年にカットブレーカーを試行したところ良い
結果が得られ、令和５年に技術検討会において共有されました。カットブ
レーカー貸出準備も完了しましたので令和６年は更に普及してまいります。

令和５年にＪＡと生産者の双方から利用する組合員組織向けクラウドサー
ビス「あい作」を導入しました。令和６年は利用者増加を図り連絡相談機
能を活用し情報共有とその蓄積をしてまいります。

要望を受け、令和６年に土壌養分分析を計画し適正施肥による減肥につな
げてまいります。

令和５年に「キセラ」の代替品種候補を３種試験栽培しました。生産者の
皆様と検討した結果「恋みどり」を推奨選定しました。令和６年は「恋み
どり」の作付を推奨してまいります。

令和５年度の状況・ご意見ご要望と令和６年度以降の取り組み

は
く
さ
い

い
ん
げ
ん

干ばつ・ひょう害などの気象
状況対策等について、栽培期
間中に経験や対策を生産者全
体で情報共有したい。

高品質はくさい生産につなが
る「いい土づくり」のために
土壌成分を確認したい。

近年集中豪雨などで土壌の排
水性の確保が課題だが良い方
法はないか。



農業者の所得拡大・農業生産の拡大

２．新品目野菜の取引の
　　　　拡大を通じた売上増加

３．予約率向上によるコスト低減 

▶対象者…………………中核的担い手や多様な担い手など
▶令和６年度目標………83,000パック・c/s
▶想定：売上増加効果…単価150～1,500円

▶対象者……………………必要とする全ての方
▶令和６年度目標…………予約率80％
▶想定：コスト低減効果…１袋あたり100円

　令和５年度は３品目とも生産者数、出荷数量、平均単価が上昇し昨年実績を上回ることができました。
　特に生産者重点募集地域の木祖村は令和４年16名→令和５年27名と大きく増加しました。市場から
も更に多くの出荷を要望されていますので次年度も生産者を更に募集し売上増加を図ります。令和４、
５年度に引き続き令和６年度もこれらの品目を導入し易くするためにＪＡ木曽パワーアップ事業にて苗
代を助成します。
　令和５年出荷反省会等でいただいたご意見や令和４、５年度実績を踏まえ令和６年は目標を変更し実
績を積み上げるため下記の取り組みを進める予定です。

　昨年度組合員の皆様から予約購入は通常購入よりもお値打であることを周知してもらえれば予約者は
増加するというご意見をいただきました。令和５年生産資材予約率結果は年度末実績にて確認予定です
が、令和６年春用資材注文書は農家支援策として特別価格で取扱いたします。今回は通常価格との比較
がわかりやすい表示に変更いたしました。
　大口生産者の特注仕様資材についても生産者の使い易さの要望を取り入れた対応とメーカーとの価格
交渉を継続しています。

猛暑つづきで令和５年から始めた野菜中
間集荷場所が高温となるので集荷場所の
温度管理をしてほしい。

虫害が発生し出荷できない物が多かった
ので対策を考えてほしい。

令和５年は初めての中間集荷場所として稼働しましたが高温は反
省点です。令和６年は室温管理のできる環境を整備します。

黄なんばんは無農薬栽培を基本としていましたが次年度より防除
基準を設けます。また講習会では農薬防除を詳しく説明します。

令和５年度の状況と令和６年度以降の取り組み・変更内容

令和５年度の状況・ご意見ご要望と令和６年度以降の取り組み

ミニトマト実績推移

令和４年 令和５年
10月 令和６年

数量目標
(パック) 22,500 24,000 67,000

数量実績
(パック) 3,455 4,393 10,000

単価実績（円） 143 160
生産者数 22 25
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黄なんばん実績推移

令和４年 令和５年
10月 令和６年

数量目標
(C/S) 2,860 7,500 10,000

数量実績
(C/S) 1,355 1,673 3,000

単価実績（円） 821 1,000
生産者数 35 35
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モロッコ実績推移

令和４年 令和５年
10月 令和６年

数量目標
(C/S) 2,400 2,000 6,000

数量実績
(C/S) 259 736 2,000

単価実績（円） 1,431 1,940
生産者数 13 22
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令和４年度 令和５年度 令和６年度
目　標 77％ 79％ 80％
実　績 65％ 年度末確認

目標変更目標変更目標変更



対話・意思反映

項　　目 令和５年度計画 令和５年12月末実績 令和６年度計画（案）

正組合員との訪問・対話（人数） 1,000人 1,257人 1,000人

地区別懇談会（回数、出席人数） 60回　800人 ９回　336人 60回　800人

運営委員モニター（意見提出人数） 10人 10人 10人

女性部員モニター（意見提出人数） 10人 10人 10人

組合員の意見はがき（回収数） 正組合員：150通
准組合員：150通

正組合員：602通
准組合員：318通

　正組合員：150通
　准組合員：150通

組合員とＪＡ職員の交流活動（回数） 10回 28回 10回（各地区年1回）

令和５年度の実績内訳
お米づくり体験　田植え・稲刈り ２回
お米づくり体験　五平餅づくり １回
ト ウ モ ロ コ シ 収 穫 体 験 １回
南 木 曽 軽 ト ラ 市 年間取組
職 員 チ ャ レ ン ジ 農 園 年間取組

令和５年度12月末の実績内訳
宅 配 395人
ネット注文 285人

地域の活性化

食と農の体験プランの提案と活動 
▶令和６年度目標……延べ12回

　令和５年も福島小学校児童とお米作り体験会を実施し収
穫した米で女性部員に協力いただき五平餅を作りました。
新米のおいしさを実感してもらう機会となりました。
　南木曽総合センターで軽トラ市を開催し住民同士が会っ
て会話をする場にもなっています。
　農業経験の無い職員が「まずは農業を体験しないと良い
提案もできない」と職員チャレンジ農園を始めました。
　令和６年もそれぞれ内容の充実を図り継続実施してまい
ります。

令和５年度の状況と令和６年度以降の取り組み
令和４年度 令和５年度 令和６年度

目　標 ４回 ４回 ４回
実　績 ４回 ５回

経営基盤の確立・強化

１．販売チャネルの拡大による生活購買収益増加 

２．総合事業に対応できる職員育成 

▶令和６年度目標…… ネット注文・定期購入利用者数550人

▶令和６年度目標…… 職員人事制度等の見直し

　宅配は利用者の入院等をきっかけにお取引終了の方が増加しています。販売チャネル拡大策である
ネット通販サイト「ＪＡタウン」に「赤かぶ漬・すんき」「お茶だにい」に加え「開田産とうもろこし」
を出品し大きな反響をいただきました。令和６年も出品数を増やしてまいります。

　令和５年は働きやすい職場環境のための整備と基
本方針の改定を実施しましたが、慎重な対応が必要
なため未だ改革途上の状況で、令和６年度からの開
始は難しく、１年延長します。

令和５年度の状況と令和６年度以降の取り組み

令和６年度以降に向けた変更点

令和４年度 令和５年度 令和６年度
目　標 480人 520人 550人
実　績 433人 576人

令和４年度 令和５年度 令和６年度
目　　標 変更案策定 内容検討 施行
実　　績 素案作成
変更内容 内容検討

変更予定

変更
予定

特集❶特集❶特　集



みなさまのお声をお聴かせくださいみなさまのお声をお聴かせください

　自己改革の実践にあたっては、正組合員との
対話や「正組合員とともに、地域農業や地域経
済の発展を支える組合員」である准組合員の声
も聴くことで、正組合員と准組合員が一体と
なったＪＡ運営を実現します。併せて組合員の
評価を踏まえながら必要な見直しを行います。
　また、農業振興の応援団でもある准組合員の
事業利用にあたっては、正・准組合員の利用状
況を把握したうえで、改革の目的である「農業
者の所得増大」につながるよう取り組みます。

地区組合員総集会開催のお知らせ

１．開催日程

　ＪＡ木曽の事業現況報告と令和６年度事業方針等について組合員の皆さまと意見交換を行い、事
業への反映や理解と積極的な協力を得るため、各地区で開催いたします。
　詳細は各支所からの通知でご確認ください。

開催日 時　間 地　区 会　場

3／4㈪
14：00～ 開 田 開田高原西野研修センター

13：30～ 大 桑 野尻地区館

3／5㈫
13：30～ 楢 川 楢川公民館

13：00～ 三 岳 三岳交流センター

3／6㈬ 14：00～ 木曽福島 ＪＡ木曽会議室棟
第1会議室

3／7㈭

13：30～ 木 祖 木祖村 村民センター

10：00～ 日 義 日義農村環境改善センター

15：00～ 上 松 ひのきの里総合文化センター
２階会議室

3／8㈮
13：30～ 王 滝 王滝生活店２階会議室

13：00～ 南 木 曽 南木曽会館

　例年の４月開催は「農作業が始まり忙し
い」という声もいただき３月開催とさせて
いただきます。皆さま大勢参加いただき
「組合員の声」をお聴かせください。

２．協議事項
　⑴事業並びに運営の現況について
　⑵2022～2024　３ヵ年計画進捗状況について
　⑶自己改革の取り組みについて
　⑷令和６年度事業計画について
　⑸その他

昨
年
の
総
集
会
で

昨
年
の
総
集
会
で

 

質
問
す
る
組
合
員

質
問
す
る
組
合
員

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

当ＪＡが取り組んでいる自己改革について

特集ページ（６～８p）をご確認いただき、あなたのそう思うレベルに○印を
つけてください。

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

評価しない 評価する１ ２ ３ ４ ５

き り と り 線

2024.２月号

　令和４～６年度の目標として掲げて取り組
んできた内容のうち、以下の３点についての
取り組みについてどの程度評価しますか。取
り組み内容については６～８ページをご覧く
ださい。
　❶中核的担い手の販売拡大
　❷新品目野菜の売り上げ増加
　❸食と農の体験プランの提案と活動

自己改革の取り組み評価について



虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ
■「なんでも相談会」開催ご案内

■お香典のお返しに関して
　昨今の社会情勢を踏まえ、葬儀は家族・親
族等の近親者で行う事が主流となっていま
す。頂いたお香典のお返しにて、過分な金額
や遠方の方が郵便書留等で送られてきた分な
ど、葬儀後の対応があります。ＪＡでは金額
に応じた各種返礼品を用意しております。カ
タログもありますので、お気軽にお問い合わ
せください。

月　日 場　所 時　間
２／17 ㈯ ３／ 6 ㈬ ＪＡ

虹のホール
きそ

９時～
17時２／23 ㈮ ３／10 ㈰

２／29 ㈭ ３／16 ㈯

●１月25日㈭開催
【協議事項】
①12月末事業現況について
②令和４年度産米米穀共同計算結果の審議について
③「お客様本位の業務運営に関する取組方針」の
一部改正について

④令和６年度定期人事異動基本方針について
⑤令和６年度役員報酬審議会委員の委嘱について
⑥令和６年組合員総集会の開催について
⑦出資証券の廃止（ペーパーレス）について
⑧組合員の出資口数の減資について ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について　
②令和５年度下期中間監事監査報告書について
③長野県常例検査検査書の受領について
④単体自己資本比率の状況について
⑤早期警戒制度の実施に伴う農業協同組合に関す
る経営状況について

⑥員外利用率の報告について
⑦令和５年11月末部門別損益計算書の報告について
⑧固定資産取得（更新）について
⑨令和５年度組合員資格点検調査結果について
⑩農業生活事業報告について
⑪金融共済事業報告について
⑫令和６年１月能登半島地震を受けた「全国相互
　連携」の発動について
⑬自主（自店）検査結果の報告について
⑭広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑮組合員の脱退について ほか

理事会だより理事会だより

■２月の営業時間・定休日について
　営業時間・定休日について、２月は下記の通
りとさせていただきます。

記
・営業時間：９：30～17：00
・定 休 日：毎週　 水曜日と日曜日 

及び29日（決算棚卸）

■年末の「しめ縄・正月飾り」新規出荷者
を募集します
　年々作り手が減っております。あなたの「技」
を活かしませんか？詳しくはグリーンファーム
きそ担当者までお問い合わせください。

グリーンファームきそからのお知らせグリーンファームきそからのお知らせ

グリーンファームきそ　☎２２－３０６１

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和６年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
承　認

0813 長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
福
島
２
８
０
０

Ｊ
Ａ
木
曽

頭
の
体
操 
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健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操

　

自
転
車
こ
ぎ
体
操
で
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

⑴いすに座り、自転車をこ
ぐように１分間足を回しま
す。このとき、太ももの下
側に手のひらを当て、手の
指先を動かして太ももを押
し上げます。太ももは意識
して上げ、足首も上下に
しっかりと回しましょう。

⑵背筋を伸ばし、おなかを
引き上げるイメージで片足
立ちします。自転車の片足
こぎのイメージで片足30
秒ずつ、計１分間足を回し
ます。両手は自転車のハン
ドルを握るように前に出し、
グーパー体操をします。

エア自転車で片足を動かす
　

寒
い
時
期
は
、
体
が
外
気
に
触
れ
る

と
、
体
内
の
熱
を
外
へ
放
出
し
な
い
よ

う
急
激
に
全
身
の
筋
肉
が
収
縮
し
ま

す
。
散
歩
前
や
車
か
ら
降
り
る
前
に

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
し
ま
し
ょ
う
。
心

臓
や
脳
か
ら
遠
い
手
足
を
軽
く
動
か
し

ま
す
。

　

今
回
は
楽
し
く
で
き
る
自
転
車
こ
ぎ

体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
手
の
グ
ー

パ
ー
体
操
も
取
り
入
れ
、
脳
ト
レ
も
同

時
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ポイント

⑵
で
は
片
足
立
ち
に
な
る
た
め
、

難
し
い
場
合
は
各
足
10
秒
ず
つ
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

家にいる場合は⑴⑵、立ちにくい場合は⑴のみを、
それぞれ３セット繰り返します。

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

なななななな
くくくくく
そそそそそそ
ううううう
食食食食食食
品品品品品品
ロロロロロ
ススススス

減
ら
そ
う
！
野
菜
の
過
剰
除
去

　

皆
さ
ん
は
ナ
ス
の
へ
た
を
切
る
と
き
、

ど
う
切
り
ま
す
か
？
私
は
ま
な
板
に
ナ

ス
を
置
い
て
、
ま
な
板
に
対
し
て
垂
直

に
包
丁
を
入
れ
て
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
、
違
う
切
り
方
を
知
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、
へ
た
や
実
の
部
分

に
包
丁
を
沿
わ
せ
る
よ
う
に
、
斜
め
に

包
丁
を
入
れ
て
、
葉
っ
ぱ
の
部
分
だ
け

を
切
り
取
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
葉
の
下
に
あ
る
実
の
部
分

ま
で
切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ニ
ン
ジ
ン
の
へ
た
も
同
じ
で
す
。
ま

な
板
に
ニ
ン
ジ
ン
を
置
い
て
、
垂
直
に

包
丁
を
入
れ
る
と
実
の
部
分
ま
で
捨
て

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
包
丁
の

手
前
側
の
角
を
へ
た
に
当
て
た
ま
ま
、

ぐ
る
り
と
１
回
転
さ
せ
る
と
へ
た
の
部

分
だ
け
を
く
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
べ
ら
れ
る
部
分
ま
で
切
っ
て
捨
て

て
し
ま
う
こ
と
を
「
過
剰
除
去
」
と
い

い
ま
す
。
無
意
識
の
う
ち
に
切
っ
て
捨

て
て
し

ま
っ
て
い

る
け
れ

ど
、
実
は

食
べ
ら
れ

る
部
分
も

多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
料
理
研
究
家
の
方
は
、
テ
レ
ビ

番
組
で
、
ピ
ー
マ
ン
を
手
で
握
り
つ
ぶ

し
て
料
理
に
使
う
方
法
を
教
え
て
い
ま

し
た
。
ピ
ー
マ
ン
に
は
、
種
や
へ
た
が

あ
り
ま
す
が
、
包
丁
で
切
ろ
う
と
す
る

と
、
ま
な
板
に
く
っ
つ
い
た
り
し
て
無

駄
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
方
が

作
っ
た
の
は
、
鶏
の
モ
モ
肉
と
ピ
ー
マ

ン
を
油
で
妙
め
て
、
甘
辛
く
味
付
け
す

る
料
理
で
し
た
。
種
や
へ
た
も
食
べ
ら

れ
る
も
の
で
す
ね
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私
は
、
切
り
取
っ
た
へ
た
も
そ
の
ま

ま
捨
て
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
密
閉
容
器

に
取
っ
て
、
冷
蔵
庫
の
チ
ル
ド
室
で
保

管
し
て
お
き
ま
す
。
へ
た
だ
け
で
な
く
、

タ
マ
ネ
ギ
の
皮
、
ソ
ラ
マ
メ
や
エ
ダ
マ

メ
の
さ
や
、
野
菜
の
堅
い
部
分
な
ど
を

入
れ
て
お
き
ま
す
。
1
週
間
ほ
ど
し
て
、

た
ま
っ
た
ら
、
深
鍋
に
入
れ
て
１
Ｌ
程

度
の
水
を
注
ぎ
、
１
時
間
ほ
ど
煮
出
し

ま
す
。
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
食
材
か
ら

出
た
だ
し
が
お
い
し
い
「
ベ
ジ
ブ
ロ
ス

（
野
菜
だ
し
）」
に
な
る
の
で
す
。
搾
っ

た
か
す
は
、
乾
か
し
て
か
ら
コ
ン
ポ
ス

ト
（
堆
肥
化
容
器
）
に
入
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
は
ゼ
ロ
！
食
材
を
全
て
活
用
す
る

と
、
気
持
ち
も
す
が
す
が
し
く
な
り
ま

す
よ
。
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美



ＪＡバンクからのお知らせ

●詳しくは窓口へお問い合わせください



お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　冬が旬の小松菜はカルシウム、鉄、カリウムなど

のミネラル類とビタミンA、Cを豊富に含んでいます。

特にカルシウムは野菜の中でもトップクラスの含有量

です。ほうれん草とは違い、アクが少ないため扱いや

すく、下茹での必要もありません。

一口メモ

① 小松菜は３㎝ 程度に切ります。
② 豚肉は２㎝ 幅に切ります。
③ ゆでうどんはサッと茹でて水気を切り、サラダ油少々を回しか
けます。

④ フライパンにサラダ油を熱し、②を炒めます。
⑤ 豚肉の色が変わったら①を加えて炒め合わせます。
⑥ 小松菜がしんなりしたら③を加えて炒め合わせ、全体に油が回っ
たら桜えびとⒶを加えて味を調えます。

⑦ 皿に⑥を盛り、かつお節を散らします。

（Ａコープきそ店より）（Ａコープきそ店より）
　ご意見ありがとうございます。　ご意見ありがとうございます。
　今年９月にセルフレジを複数台導入する予定です。　今年９月にセルフレジを複数台導入する予定です。

　Ａコープ内にセルフレジの導入をお願いします。
 （木曽町：男性）

（組合員課より）（組合員課より）
　ＪＡ木曽に出資をしている方が「組合員」です。　ＪＡ木曽に出資をしている方が「組合員」です。
　組合員には「正組合員」と「准組合員」がありま　組合員には「正組合員」と「准組合員」がありま
す。す。
【正組合員】【正組合員】
　年間60日以上または耕作面積５アール以上農業に　年間60日以上または耕作面積５アール以上農業に
従事しており、住所または農地が当ＪＡ管内にある方従事しており、住所または農地が当ＪＡ管内にある方
【准組合員】【准組合員】
　当ＪＡ管内にお住まいもしくは勤務地があり当Ｊ　当ＪＡ管内にお住まいもしくは勤務地があり当Ｊ
Ａの事業を利用いただける方Ａの事業を利用いただける方

　出資金は事業の運営をよりよく行うための大切な　出資金は事業の運営をよりよく行うための大切な
資金として活用します。資金として活用します。
　組合脱退時には返還されます。　組合脱退時には返還されます。
　農業者以外の方も組合員に加入できます。　農業者以外の方も組合員に加入できます。

　出資の有無や金額はＪＡの各支所で確認できま　出資の有無や金額はＪＡの各支所で確認できま
す。す。

　ハガキの組合員資格がよくわからないです。
 （大桑：女性）

サラダ油 ……… 大さじ１
（ゆでうどんに回しかけ用、炒め用）
かつお節 ……… 適量
　┌ しょうゆ … 大さじ２
Ⓐ|  酒 ………… 小さじ２
　└ みりん …… 小さじ１

小松菜 ………… １束
素干し桜えび … 大さじ１
豚ばら肉 ……… 50ｇ
ゆでうどん …… ２人分

「まちがいさがしに挑戦」ハガキにお寄せいただいたご意見・ご質問に「まちがいさがしに挑戦」ハガキにお寄せいただいたご意見・ご質問に
お答えします。お答えします。

（営農資材センターより）（営農資材センターより）
　ＪＡで不要農薬の有料回収を行っておりますが、　ＪＡで不要農薬の有料回収を行っておりますが、
現在数年に1度となっています。処理料金が種類・現在数年に1度となっています。処理料金が種類・
量により異なり高額になり、数量をまとめて処理す量により異なり高額になり、数量をまとめて処理す
ることで料金を抑えようとしているためです。以前ることで料金を抑えようとしているためです。以前
個人でお見積りをされて非常に高額になるため待っ個人でお見積りをされて非常に高額になるため待っ
ていただいた例もあります。ていただいた例もあります。
　個人での処理の事前見積りも可能ですので詳細は　個人での処理の事前見積りも可能ですので詳細は
下記へお問い合わせください。下記へお問い合わせください。
 中央営農資材センター　☎23-3350 中央営農資材センター　☎23-3350

　過去に使いきれず余った農薬が数種類ありますが
処分できずに困っています。ＪＡで農薬を処分する
予定はありませんか？ （木祖村：男性）
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ベジタブルインキを使用しています。

今回は木曽福島スキー場からの問題です。左右の写真を比べると、
３ヵ所の間違いがあります。挑戦して下さい。クイズの解答を募集
します。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。
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１月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

　９・10ページのハガキを点線で切り取り、必要事項
をご記入の上、郵送またはＪＡ木曽本支所窓口へお持
ちいただくか、Ａ・コープきそ店備え付けの応募箱へ
お出しください。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　２月29日㈭ 必着
投函日にご留意ください。

　正解者の中から抽選で
10名の方に
永谷園「すし太郎」と
「松茸の味お吸い物」セット
をプレゼント。

今月のプレゼント

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

おたよりコーナー 令和５年12月にいた令和５年12月にいた
だいたおたよりからだいたおたよりから

12月で母は満100才になります。私達のため
家のために多くの苦労を乗り越えてきた「母の
笑顔」はみんなを幸せにしてくれています。１
つ難点をあげれば…もうそんなに働きすぎない
で…（笑）です。みんなのお手本です。みんな
大好きです。 （木祖：久保畠さん）

　冬はどうしても野菜の値段が上がってしまう
ので他の根菜や漬けてある雑きのこを活用して
副菜として食べています。 （新開：堀川さん）

ミニチューリップを植えたので春が楽し
みです。冬休みに孫と会うのがいちばん
楽しみです。 （新開：原さん）開：原さん）楽しみです。 （新開

大好きなスンキ。今年初めて漬けてうまく
出来うれしかったです。 （三岳：越道さん）

秋の収穫も終り米、野菜の大小はありますが、
出来映えが良くなくても自家産で安心して食べ
られることに感謝、感謝の気持ちで暮らしてい
たい。 （上松：中畑さん）

最近サルの集団を見なくなったなあと思って
いたら先日田んぼに集団が…雨の中で寒そう
だったので追い払うのを止めました。
 （南木曽：中田さん）


